
令和６年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 

令和６年８月２２日  

 岡山市長 様 

                 応募者代表 団体名 メムリンゲン音楽グループ受入実行委員会 

                                 事務局 安藤大伸 

 

令和６年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「外国人と共につくる、暮らしやすい地域」 

 

取組の名称 

 

 

ドイツ・メムリンゲン町民音楽グループとの交流活動 

 

 

 

 

 

取組の概要 

 

 

 

 

１９８３年からの交流は、受入家庭で結成の実行委員会で継承され続い

ている。 

過去５回建部での交流は、毎回40数名の来訪者と受入家庭との交流に

留まることなく、演奏会での地元の音楽グループとの共演や、直近の２０１３

年は旧町内３小学校との演奏会「子どもたちとの交流音楽会」で交流。 

また、公民館講座生との切り絵の体験交流や、地域の獅子舞や棒遣い

の披露など、毎回、地域との交流を図っている。 

受入家庭建部団として２００７年に初訪独し、折り紙や茶道体験提供、夏

祭りのヨーヨー釣りや盆踊りなどの日本紹介で現地の方々とも交流。 

その後各家族単位での行き来も加わり、交流は深っている。 

次回は２０２６年に受入交流の予定。 

 

 

 

 

 

成果・効果 

 

１ 滞在中の日程プランも、そのたびごとに受入家庭等で結成する実行委

員会と来訪する音楽グループが共同で作成し、受入家庭が地域のグルー

プや個人の方々を巻き込み一緒になっての実施が実現できている。 

２ 来訪者メンバーも、受入家庭も、一緒に交流してくれるグループも、全

てが固定されているものではなく、それぞれの入れ替わりもあるがゆえに

多くの方々との交流が可能であり、いびつながらも輪は地域に確実に広

がっており、生活圏である町内会の枠を超えた結びつきが強まっている。 

３ 当初は異文化や生活習慣に対するカルチャーショックを楽しんでいた

が、回を重ね互いを知り認め合えてからは、子育ての思いや地域愛など

いろいろな共通点が見つかり、その新しい共通点を発見する楽しみに変

わってきている。 

4 これまでの４１年の交流の中で、互いの「違い」と「同じ」を共に理解しあ

い、互いを補いながらの交流が両地域で展開できるようになったことが、

一番大きな成果だと思っている。 

 

 



［様式１］          協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称  ドイツ・メムリンゲン町民音楽グループとの交流活動 

テーマとの関連  文化の違いを知り、交流を深めるための継続的活動の展開 

取組の目的・目標  互いの「違い」と「同じ」を深く理解しあい、共に支えあう絆の構築 

取組の内容 1 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

メムリンゲン町の音楽グループ毎回約４０名（演奏者３０名程と随行者１０名程） 

と建部町実行委員会(受入家庭毎回２０家庭程)を中心にした地域住民と各種 

グループや団体、個人  

 ＊直近の２０１３年の「子どもたちとの交流音楽会」では、聴衆を含め約５００名

が建部の文化センターで交流。 

2 活動内容、実施方法等 

 ・各家庭： 受入家族を中心に地域の友人知人が一緒になって、建部の温泉、 

史跡巡りや豊かな山野の散策、また互いの郷土料理などで交流。 

 ・演奏会： ドイツの民族衣装や古い民族楽器でのパフォーマンスや日本の披 

楽曲を披露。 

建部地域で活動している女性コーラス、軽音楽グループ等々の共 

演による交流。２０１３年は町内(3 校)の小学生との音楽交流。 

 ・交流会（さよならパーティー）： 郷土伝承芸能（獅子舞・棒遣い）や和太鼓、 

大正琴、筝曲、オカリナ演奏など受入家庭や地域の方々の披露や 

地元小学校教職員によるバンド演奏、女性コーラスグループのリー 

ドによるレクリェーションゲームやドイツ側リードによる日独対抗ゲ 

ームなどで交流。 

3 工夫した点や取組の特徴 

  ・「お客様は一人もいない。」をモットーに、受入家族は無論の事、ドイツの音 

楽グループも各種関係グループも一般参加者も、準備、運営、片付けまでを 

一緒になって実施している。 

それらの共同作業により、互いの「認知・理解」の深まりが容易になっている 

ように思う。 

・ドイツ・メムリンゲン音楽グループという団体も建部での受入という形態は 

固定されているが、訪れるメンバーも受入家庭も毎回新規者が加わり、互い 

の地域で交流の輪がひろがっている。 

◎ 取組 WEB 等で告知している場合はその URL を。 

  告知していない 

取組の実施期間 

 

 

 

今後の展開活動 

など 

 

 始期：１９８３年 ４月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和   年   月終了 

□ 令和   年   月頃終了予定 

該当するものに□し必要事項を記入 

◎ 今後の成果の普及や活動展開等 

  ４１年前建部町の社会教育事業として交流の機会提供を受け、その後受入

実 

行委員会組織で数年間隔ではあるが、交流で得た受入家庭（延べ約１００家



庭）や多くの地域の方々との結びつきを、今後も強め、地域力の増強の一役を 

担いたい。メムリンゲン音楽グループとの更なる交流を深めながら・・・。 

 

協働による効果 

◎ 協働したことにより達成できたことや得られた効果 

 不定期ながらも４１年間の継続的な交流活動により、互いの「違い」と「同じ」を

共に理解しあい共通認識できてきていることと、地域に対する再評価や郷土愛

が更に深まっており、集落機能低下の中で新しいコミュニティ活動が構築され

ている。 

 

 

 

 

協働団体とその

役割 

（ミュムリンタール

以外は固定して

おらず、過去に協

働した団体を含

む） 

団 体 名 ドイツ・メムリンゲン 町民音楽グループ「ミュムリンタール」 

団体種別 ☑ 市民活動団体 

役  割 過去５回の演奏会と交流会の主役 

団 体 名 福渡小学校 

団体種別 ☑ 教育機関 

役   割 鼓笛隊、合唱等による演奏会共演 

団 体 名 福渡小学校 PTA 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 

役   割 児童の演奏会共演支援 

団 体 名 建部小学校 

団体種別 ☑ 教育機関 

役   割 合唱による演奏会共演 

団 体 名 建部小学校 PTA 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 

役   割 児童の演奏会共演支援 

団 体 名 竹枝小学校 

団体種別 ☑ 教育機関 

役   割 合唱による演奏会共演 

団 体 名 竹枝小学校 PTA 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 

役   割 児童の演奏会共演支援 

団 体 名 下神目文化財保護少年団 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 

役   割 獅子舞、棒遣い等の披露及び交流 

団 体 名 建部町公民館 

団体種別 ☑ 行政 

役   割 

 

公民館講座講師及び講座生の指導による「切り絵」、「ちぎり

絵」の体験学習を通しての交流 

団 体 名 旧建部町スポーツ少年団指導者協議会 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 

役   割 受入及び交流会支援 

団 体 名 旧建部町婦人会 

団体種別 ☑ その他（社会教育関係団体） 



役   割 受入及び交流会支援 

団 体 名 旧建部町栄養委員会 

団体種別 ☑ その他（栄養改善に関するヘルスボランティア） 

役   割 交流会での交流とその支援 

団 体 名 コールさくら 

団体種別 ☑ その他（女性コーラスグループ） 

役   割 演奏会共演及び交流会での交流とその支援 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

団 体 名 

団体種別 

役   割 

オカリーナ 

☑ その他（地元オカリナグループ） 

交流会での交流とその支援 

極真流空手家 

☑ その他（地元空手愛好家） 

交流会での交流支援 

橘流剣扇舞会 

☑ その他（地元剣扇舞愛好家） 

交流会での交流支援 

大正琴 

☑ その他（地元大正琴愛好グループ） 

交流会での交流支援 

筝曲 

☑ その他（地元琴愛好家） 

交流会での交流支援 

はっぽね太鼓 

☑ その他（地元和太鼓奏者グループ） 

交流会での交流支援 

軽音楽 

☑ その他（地元軽音楽演奏グループ） 

演奏会共演 

下神目神楽棒遣い保存会 

☑ その他（地元文化財保護団体） 

交流会での交流支援 

旧建部町教育委員会 

☑ 行政 

演奏会の共催及び受け入れ事業支援 

 

 


